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３年生 修学旅行  
 

 4 月 19 日（金）から 21 日（日）にかけて関西へ修学旅行に行ってまいりました。1 日目は奈良や

大阪でのクラス別研修。どのクラスも最後に東大寺を見学し、奈良公園周辺で班別研修を行ってきまし

た。天候に恵まれ、とても暖かな一日でした。2 日目は京都市内の班別タクシー研修。2 年時から計画し

てきたコースを実際に回ってきました。17時20分までに無事にホテルに帰れるよう時間を見ながら、ま

た、班員がバラバラにならないようコミュニケーションをとりながら、一生懸命に回ってきました。古都

京都の雰囲気を満喫してきたようです。最終日はＵＳＪ。あいにくの雨ふりでしたが、みんな楽しそうに

回っていました。 

旅のスローガンは「万里一空～責任の自覚とは～」。より良い人間関係づくりと自主性を大切にしなが

ら臨んだ旅でした。実行委員を中心によく考え、よく相談しながら進めることができました。新たな仲間

との絆もできたようです。成功も失敗も含め、学びの多い旅でした。この姿勢は間違いなく次の活動にい

きてくると思います。ますますの成長を楽しみにしております。 

また、この旅行を支えてくださった皆様に大変感謝しております。ありがとうございました。 

（３学年主任 武田） 

 

 

 

 

 

 

 

      ～  修学旅行の１コマ ～ 
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２年生 新潟フィールドワーク 
  

 ４月１９日（金）、新潟フィールドワークが行われました。新たな学

級、新たな人間関係、そして限られた時間の中、各クラス、各班で役割

分担、コース決め、移動方法、予算など様々な準備を協力して行いまし

た。そして、地元の新潟市とはいえ、なかなか普段行くことのない様々

な場所に行き、新鮮な体験・発見をしてくることができました。時間の使い方や移動方法、見学場所にお

いて、変更など予想外の判断に迫られる班もありましたが、本部に連絡をしっかり報告を入れ、基本的に

自分たちの判断で全班が行動をすることができ、立派だと思いました。そして、どの班も班員全員で帰っ

て来ることができました。今、その成果を個人レポートにまとめています。この後、班、学級、学年で発

表会を行います。成果と課題をしっかり意識し、次の活動、特に修学旅行のフィールドワークに活かして

いって欲しいと思います。                         （２学年主任 伊藤） 

 

 

１年生 関屋ウォークラリー 
 

４月１９日（金）関屋ウォークラリー。少し肌寒い日でした。元気に

行ってきました。 

「班員の様子を知る。分担を決める。目標を決める。エリアの選定。

ルート決め。ミッションの確認と作戦。・・・」 

短時間の準備でした。子どもたちは、協力して計画を立て、当日元気に出発していきました。 

途中、予定通り行かなかった班、少し早めに戻ってしまった班。その逆も・・・。どの顔も充実感にあ

ふれるものでした。 

５月１０日（金）の授業参観では、関屋ＷＲの最終的なまとめ作業・第１弾として関屋ウォークラリー

の学級内プレ発表会でした。 

各自で分担した行き先のまとめを班ごとに一つにまとめて発表を行いました。発表を聞きながら感想や

アドバイスを記入し、５月１４日（火）には、それらをもとに、班内でさらに発表内容や方法を再検討

し、「関屋アルバム発表会」を行いました。そこでは、他のクラスの発表を聞く機会も設けました。どの

生徒も一生懸命に発表を行っていました。素晴らしいパフォーマンスでした。 

体験や経験をしたことを自分でまとめ、発表をする。このような活動場面を今後も多く設定し、「自

立」に向けていきたいと考えています。                   （１学年主任 栗川） 

 

 ５月１０日（金）に授業参観ならびに PTA 総会が開催されました。お忙しいなか、たくさんの保護者の

方にご来校いただき、ありがとうございました。５限の授業参観には、全校の半数以上のご家庭がご参観

くださり、特に初めての授業参観となる１学年では７０％以上と多くの方々にご参観いただきました。

PTA総会には約２００名の方がご出席くださり、全ての議案が滞りなく可決されました。 

 また、５月１７日（金）には、生徒総会が開かれました。事前に読み込んだ iPadの議案書を審議し、疑

問点は代表者が質問し、制服の上着を使って採決をとるなど、全ての生徒が主体的に参加し、今年度の生

徒会活動について真剣に考え、方針を決めました。 


